
























離散値 1,2, … ,  をとる確率変数  と、離散値 1,2, … ,  をとる変数 	 の関係を確率関数モデル

  	 で表す。データ
| = . 	 =  となるデータの数,  = 1,2, . . , ,  = 1,2, … , 
にもとづくこのモデルのパラメータの最尤推定値は

   = ∑ 
で与えられ、このモデルの AIC は
AIC| = {−2   log 





となる。  の分布が 	 の値に依存しないとするモデル 
() のパラメータの推定値とAIC は

  = ∑ 
'
∑ ∑ '




























/- = /- ∪ /-., /-. = /-.1 … . , /23 = /2, , = , − 1
+ = + + 1






目的変数 8 の確率密度関数を、一定区間巾 9 の区間, , 1, , … ,  で定義されたヒス
トグラムモデルで表現するモデルを採用する。このモデルのパラメータの最尤推定値
は
:; 8  = 
  9            (8 ∈    の場合)
となり、AIC は
AIC| + 2n log s
となる。ここで























/- = /- ∪ /-., /-. = /-.1 … . , /23 = /2, , = , − 1
+ = + + 1
45. 4564 = / ∪ /1 ∪ ⋯ /23
Missing values ∈ /2
7
さらに、前スライドの  の定義を























/  1 ?
/1 1 11 1?
⋮ ⋮ ⋮ ⋮
/2 2 21 2?
合計  1 ?
0 次和 1 次和 2 次和
/ 9A 9 91
/1 91A 91 911
⋮ ⋮ ⋮ ⋮
/2 92A 92 921
合計 9A 9 91
データ全体において、
 = 値 　をとったデータの数
とする。データを互いに重なることのない , 個の部分集合に分割し、
 = /  において値  をとったデータの数
として、 を





データ 4, 41, … , 4B が与えられたとき、




9 =  4
CD∈ED
として、9 を












/- = /- ∪ /-., /-. = /-.1 … . , /23, , = , − 1
+ = + + 1
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